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【はじめに】我々は，これまで積層メタル技術[1]を用いて高密度な Au を錘に採用し，ブラウニ

アンノイズ（BN）の低減により高分解能（1 mG（G：重力加速度）以下検出）な 1軸MEMS加速

度センサ[2,3]を提案し，検討してきた。また、応用として身体運動計測への適用を考え，くし歯

構造 3軸 MEMS加速度センサの検討を行ってきた[4]。今回，3 軸 MEMS加速度センサの高性能

化のために平行平板電極構造，および身体運動に対応した検出範囲，高分解能化を検討した。デ

バイス構造として Au厚膜化による錘および電極構造を検討し，試作・評価したので報告する。 

【デバイス概要】提案デバイスの断面構造を Fig. 1に示す。本デバイスの特徴は，i）くし歯電極

構造から平行平板電極構造への新規構造，ii）Au錘を 2層メタル 22 m[3]から 4層メタル 30 m

への厚膜化，である。その結果，ブラウニアンノイズ（BN）の低減，および 3軸検出が可能であ

る。BNは 300 nG/√Hz以下，デバイス面積を 4 mm角以内として設計した。また，身体運動計測を

目的として加速度検出範囲を±2 Gとして設計した。  

【評価結果】試作デバイスのチップ写真を Fig. 2に示す。電解金めっきを用いてMEMS構造を作

製し，8本の折り返しばねを用いてAu錘を支えている。錘の周辺に平行平板電極を形成している。

印加加速度に対する静電容量変化を測定し，錘の可動性能を実験的に確認した。 

【結論】Au厚膜化による錘および平行平板構造の 3軸 MEMS加速度センサを提案し，試作デバ

イスを評価した結果，MEMSセンサの高分解能化と検出範囲拡大，および 3軸検出の実現見通し

を得た。 
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Fig. 1. Proposed MEMS accelerometer with an Au proof 

mass. 

 

Fig. 2. Photo of a fabricated device. 
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